平成１５年度　第２回　デジタル２種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
　(1)　データ伝送におけるベースバンド信号のうち“0”と“1”にそれぞれ正電位と負電位を対応させた伝送符号形式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　単　流　　②　RZ　　③　複　流　　④　0反転


(2)　ITU－T勧告X.21は、公衆データ交換網における同期式伝送用の規定であり、パケット通信においては、（　イ　）層のDTE／DCEインタフェース条件を表したものとして適用される。 (5点)
	　①　物　理　　　②　データリンク　　③　トランスポート

④　セション　　③　アプリケーション


(3)　データの伝送速度を表す尺度としては、データ信号速度や、信号の（　ウ　）過程において1秒間に何回状態が変化しているかを示す（　ウ　）速度などがある。　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　サンプリング　　②　多重化　　③　同　期　　④　量子化　　⑤　変　調


(4)　データ伝送に用いられている誤り検出方式では、一般に、伝送しよとするデータに誤り検出のための冗長ビットを付加して伝送し、受信側でこのビットを用いて誤りを検出する（　エ　）方式が用いられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　ハミング符号　　②　交互監視　　③　同時監視

④　CSMA／CD　　 ⑤　CRC


(5)　公衆交換網を利用して行うデータ伝送手順は、一般には五つの手順で構成されている。ポーリングやセレクティングの手順は、（　オ　）フェーズに属している。　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　データ伝送回線の接続　　②　データリンクの確立　　③　情報の転送

　④　終　結　　　　　　　　　⑤　回線の切断


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　公衆データ回線交換網は、パケット交換網と比較して、（　ア　）データの通信に適したデータ交換網である。                                                              　　    (5点)
	①　電文の短い　　②　通信速度の低い　　③　電文のあて先が多い　　④　電文の長い


(2)　デジタルデータ伝送のエンベローブ方式は、データ信号を（　イ　）ビット単位で区切ってその前後に付加ビットを1ビットずつ加えた構成を採っている。　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	①　6　　②　8　　③　16　　④　32　　⑤　64


(3)　全二重通信では、単方向通信や半二重通信と異なり、通信を続けながら（　ウ　）が可能なため、高い伝送効率の通信が可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　送達確認　　②　符号変換　　③　暗号化　　④　圧縮・伸張　　⑤　復号化


(4)　ISDNパケット交換方式のDチャネルパケット・サービスでは、宅内バス配線上に接続された最大（　エ　）台の端末を一つのDチャネルに端末多重化できる。　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　4　　②　8　　③　16　　④　32　　⑤　64


(5)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Bチャネルを使用してパケット通信を行う場合、パケット通信手順に入る前に、まず発信側の端末が、Dチャネル上で（　オ　）モードの発呼手順を用いて、Bチャネルでパケット通信を行うことを指定する必要がある。　　　　　　　　 (5点)
	　①　回線交換　　②　TCP　　③　IP　④　パケット交換　　⑤　LAN


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 (小計25点)
(1)　RS-232Cの規定を母体とするITU－T勧告V.28では、信号の有意状態を（　ア　）ボルトを基準にして判定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　0　　②　±0.3　　③　±1　　④　±3　　±5


(2)　モデム用インタフェースであるVシリーズインタフェースを有する端末は、端末アダプタ（TA）を介してISDN基本ユーザ・網インタフェースの参照点（　イ　）に接続する。　　　　　　(5点)
	　①　R　　②　S／T　　③　NT1　　④　NT2　　⑤　TE1


(3)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースのLAPDに非確認形情報転送モードでは、（　ウ　）は行っていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　放送形式のデータリンクを使用するための情報の転送

　②　転送エラーが検出されたときのエラーフレームの廃棄

　③　ふくそうしたときでもフロー制御

　④　非番合制（U）フレームによる制御情報の転送。


(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおいてBチャネルを使用する通信に関する次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
　　A　Bチャネルを使用するときは、複数の端末間でBチャネルへのアクセス競合が発生するのでBチャネル競合制御手順に従って、アクセス権を獲得しなければならない。

B　 Bチャネルでは、回線交換、パケット交換などの通信モードにより、ユーザ情報を転送することができる。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


(5)　図は、同期式Xシリーズ端末と公衆データ回線交換網間の解放フェーズにおける信号シーケンスを示したものである。図中のYは、（　オ　）信号を表す。　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　DCEレディ　　②　DTEレディ　　③　DCE待ち

　④　DTE待ち　　　⑤　DCE切断指示
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　 通信機器の接地について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　通信機器の接地用電線は、一般に、600ボルトビニル絶縁電線が用いられる。

B　保安装置の接地棒は、酸やアルカリ等の成分を多く含む土壌においては、通常、化学的に安定度の高いカーボン接地棒を使用する。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


(2)　保安装置は、その接地抵抗が大きいと、端末装置側の（　イ　）が低くならない等、機能しない場合がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　接地抵抗　　②　動作電圧　　③　対地電圧　　④　絶縁抵抗


　(3)　多対カッド形PVC線は、対になっているそれぞれの心線を結んでできる四角形が正方形になるとき、主として（　ウ　）を防ぐ効果がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　電磁誘導による雑音　　②　静電誘導による漏話

③　抵抗結合による雑音　　④　共通接地による漏話


(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおいて、回線の物理的なインタフェース速度は、（　エ　）キロビット／秒である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　16　　②　64　　③　192　　④　384　　⑤　1,544


(5)　ITU－T勧告V.24に規定するDTE－DCE相互接続回路において用いられる接続コネクタの形状は、ISOで規定された（　オ　）ピンコネクタである。　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　8　　②　15　　③　24　　④　25　　⑤　32


解答

第1問（ア）③　（イ）①　（ウ）⑤　（エ）⑤　（オ）②

第2問（ア）④　（イ）①　（ウ）①　（エ）②　（オ）①

第3問（ア）④　（イ）②　（ウ）③　（エ）②　（オ）⑤

第4問（ア）③　（イ）③　（ウ）②　（エ）③　（オ）④

_1131503859.bin

